
福岡県議会議員 各位 

海外視察での“税金私物化”は許せない、蔵内勇夫議長の即時解任を 

議長・副議長ポスト“売買”疑惑の真相解明と関係者は議員辞職を 

ほんとうの県政・県議会改革をもとめる県民の声 
一部の県議会議員が「海外視察」で多額の税金を私物化し、議長ポストをめぐって多額の“裏

金”のやりとりがあったという疑惑に、物価高で苦しむ県民の怒りは頂点に達しています。 

福岡県議会の「海外視察」で、３年間で予算の３倍の約３億円もの税金をつかい、実態は“観光

旅行”まがいの行程、高級ホテルの連泊、航空チケットはぜいたくなビジネスクラス。蔵内勇夫議

長が、同氏個人の日本獣医師会の海外活動にあわせて「ワンヘルス公務」と称して県議会の「海外

視察」を専決し、多額の公費をつかっていた事実まで明るみに出ました。また、蔵内議長が、同氏

の政治資金パーティーの経費に政務活動費を充てていた違法支出の事実も発覚しています。 

さらに、県議会の議長・副議長を経験した県議会議員らが、議長・副議長ポストをめぐり自民党

県議団幹部から多額の金銭を要求されて支払い、議長就任パーティーで回収していた、これが「長

年の慣例」（元副議長の自民党県議会議員）だったなどと相次いで証言しています。名指しされた

蔵内勇夫議長や中尾正幸副議長らは「事実無根」と真っ向から否定していますが、事実であれば公

職のポストをカネで売り買いしていたという大問題です。 

蔵内議長らの異常な金銭感覚、責任転嫁と開き直り、しらを切り続けて幕引きしようとする無反

省ぶりに、多くの県民がつよい憤りを感じています。私たちは、主権者である県民の声で、県政・

県議会のほんとうの改革を心から願い、県議会議員のみなさんに以下のことをつよく要求します。 

１、 ２０２３年度以降の海外視察について、県民が検証できるよう情報をＨＰで公開すること。

すべての視察について徹底検証し、不適切な支出については参加議員が返還すること。真相

が解明されるまで、いっさいの海外視察を中止すること。 

２、 蔵内勇夫議長は、「海外視察」での“税金の私物化”、政務活動費の違法支出の事実だけをみ

ても議長失格であり、県議会として蔵内議長をただちに解任すること。 

３、 議長・副議長ポストをめぐる金銭授受疑惑について「長年の慣例」と証言があり、現職県議

だけでなく議長・副議長経験者など元職を含めた徹底的な調査・究明を行い、県民への説明

を行うこと。事実であれば、当該議員は政治的、道義的責任をとって辞職すること。 

４、 県議会として県民の負託にこたえ、百条委員会を設置し、徹底した真相解明を行うこと。 
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